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20歳の百年塾
学ぶそしてまちづくリヘ市 民 と行 政 が 協 働

20周年を迎える百年塾は “まちづくりである"と し
単に学ぶだけでなく実践する生涯学習を進めてきました。

市民と行政が協働で推進計画 体制をつくり、情報の共
有をしながら役割も分担してきました。

昭和 61年 6月 に r・算ゼロで、公
募の委員を含めた 17名 の「ひたち
生き
`Lき

21生涯学習 li民会議J力
'

発足し、市民の視点とベースで市民

が実践できる生涯学習言|口i「百年塾

_ プランJを 策定しました。
発足当時に関わった人たちの百年

塾への思いや心に残る事柄などの寄

稿をお願いしました。

草創期の頃
昭和 63年、日
立市の社会教育課

官民―体で
私は、昭和 62
年準備副委員長と

して理念の樹立や 六島田鶴さん
組織などの全体像の作成など創立総

会に備えました。総会後、副本部長

を 12年、学校部会推進委員を6年
務めました。官民 一体で進める百年

塾運動は珍しく、視察が多かったこ

と キヤッチフレーズ シンボルマ
ークの選定、学校開放意識調査など

役員も推進委員も夜遅くまで頑張っ

たこと力預 かしい。

平成 4年第 1回フェスタを新都市

広場中心に盛大に開催、みかんとす

ンマの無料配布も人気を集めた一つ

てした。張り切つた私はサンマ配り

に夢中、お力■デでサンマの臭いが衣

服について困ったことも思い出しま

す。また、多くの素敵な友人に出会

えたことは大変嬉しいことです。み

なさんと共に楽しく努力を続けられ

た事に感謝しつつ 更に自己発見の
旅を続けたいと考えています。

名前の誕生
■

'L学

‖イ 11
‐riス ク  ||

市民生涯学習の形力泣上っていった。

先ずはネーミングということでそれ

ぞれに案を出し合った。若い人たちは

カタカナというカソヽ イカラカ多かった。

シテイ、ユニ′ヽシテイ、ライフetc。

戦前、戦中派は澳学力移 かった。私は

百年塾という案を出した。一FLk書は

してもらえたが、 %時「IJと いうの
はエスカレートしていると筆甍をかっ

ていた丁度その時、当時教育長だった

鋼口■雌さんがひょっこり顔を出され̂

ボードに張られた級を見て「“百年塾・

いい利 と言われそれに決まった。

ともに2口年
|ひたち生き生

き21生涯学習市

は社会教育指導員 太田美意さん
の民間人初登用を行い、私はその折

採用された四人の女性社会教育指導

員の一人として、泉ケ森公民館へ赴

任したところでした。

時あたかも昭和から平成に移りゆ

く頃、半時高齢化社会にむけて 文
部省は生涯学習を重点的に推進する

方針をとり、それに呼応する形で飯

日教育長は「百年塾Jを立ち Lげま
した。他の自冶体カサ 習 1しし、型をと

る中、百年塾は生涯学習とまちづく

りを一体化させた画期的なものとし

て市民に紹介され、昭和163年から
平成元年にかけてはPRイ ベントが
いくつも行われました。事業部会副

部会長としての私は東介西走の日々

でした。その中で、百年塾活動を支

える公民館の講座、li民の趣味の集

い、グループ活動を紹介するビデオ

のナレーションを書く仕事等は今で

も楽しい思い出の一つです。初々し

い気持で登録した市民教授、その縁

で今はボルトガル語を使つて臨時採

用教師として働いています。

るため教育委員、  清官然子さん
社会教育委員、学識経験者などから

教育委員会が選出した委員のほか、

市報で市民も公募した。私は社会教

育委員ではあった力
'、
一般‖j民とし

て応募し4名の中に人った。

先進地の見学や関係する書物を読

み、文部省が紹介する講師を招いて

の勉強会などが開かれ 着々と日立

民会議Jに、私は 永丼久書さん
社会教育委員と文化事業団の立場で

参加しました。この会議は当時の嗜1

曽根首相の提唱する「臨時教育審議

会」に411激 された日立市の臨教審と

なったと思います。国の動きに啓発

されて「市民会議J17名 の委員に
よる熱心な2年間の審議で、市民の

視点でまとめた施策を63年 3月
飯山教育長を通じ立花市長に答中し

ました。そして6月 には準備委員会、

8月 には百年塾推進本部が誕生、特

色ある市民主導型の生涯学習運動が

スタートし20年の歳月を迎えます。
元来、教育の仕事は自の長いもの

であり、「ローマは一日にして成ら

ずJ n可清百年を待つJの思いです。
私は当初から今日まで関係した責任

も合め、ささやかな努力を続けてお

ります。このことが私の生産学習だ

との思いで取り組んでいます。

日立市ては市民生活全般にわたる生涯挙習を「百年塾通勁,と して進めています ホームベージアドレス ■ヽP//vww、ヤ1lwaV nc,ノ k]α l′
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(2) EnfiEo+;E+E trElsoalf,

名余の人々が参加しました

百年塾では「何でも新鮮 !地元の

食材はこんなにおいしいJを テーマ

に、2月 2日 (■)、 日立シビック

センターでフォーラムと地元の食材

を使った料理の試食会を実施、80

員の二平章さん、地産地消利用施設

組合鵜喜鵜喜組合長の藤田正照さん

がそれぞれの立場からいろいろな提

言をしました。

席上、茨城県の漁獲量が全国第 2

位であること、久慈地区の水揚量や

魚員類の豊富さ、新しいプランド品

の開発、市民が利用しやすい流通ヘ

の取り組みなどの説明力`ありました。

また、遠くの業者よりも地元業者

を優先して育てる外国の事例の紹介

もあり、今後のあり方のひとつとし

て,主 日さオしました .

試食会はプロの手による ●産の
り「東や魚を使った和食 洋食 中華、
Ⅲl回籍料理なし12種類がFtlLさ れ

ました。同時にレシビの紹介なども

あり地元の食材のおいしさを再認識

することになりました。

日立のまち案内人による公募案内

驚き !筑波宇宙センターなど

2月 14「1 日 1ヽの まち4勺 人4

名を含めた給努 70名 で ます 筑
i曖 +宙センターの月日回衛■「かく

ゃJを見学しました.高 さ112m
lt 横21mの大きさ|=篤きました。
その高tでは月山iの ハイビジョン映像

めヽイ:さ れ、小さなクレーターが鮮明

1映 し出されていました.ま た、衛

たIの断熱のための金色の命llrl箔 の接

■は、着脱の前ntなマジ ックテープ

であったのは大変意外てした 我が
日初の有人 当ヽ「

システム
「
きはう」

の中は自由に足を踏み入れることが

できましたが、中は意外に狭く感じ

ました。

牛久シャトーでは庭園の素晴しい

富貴洞で一堂に会して昼食をとりま

した。ヮイン資料館での昔の写真や

道具の見学を程々に、昔懐かしい電

気プランや赤、白ワインを試飲。明

治乳業みるく館は北海道から日立港

に陸揚げされた牛乳を原料として、

各種の乳製品を安全に製造している

に程を見学、お■産は乳製品でした。

アサヒビール茨城工場は再資源化

がほぼ 1009o実施されて消潔な工

場で、地上 60mの試飲会場でのビ
ールの味は格別、大変気分爽快な

―

日でした。

日立の地産地消を考える集い

水揚量の多さ 魚員類の豊富さ再認識

ヨロ」日副 「郷土日立の歴史●地理講座」
日立の歴史や地理を学びます。

▼と き 午前10時～12時 (野外学習は午前9時 午ヽ後4時 )

郷上博物館 (集会室)

5,000円 (教材費1,000円 「新郷土日立の歴史 地理J本代、
野外学習費4,000円 )

40名 (先着)
3月 25日 (火)午前10時から百年塾サロン(π23-9165)ヘ

基調講演は中川学園料

理教室の中川―恵さんが

「常世の食についてJと

題して、現代の食料事情

や食生活の現状と課題に

ついて報告し、いばらき

の水産品を使った簡単レ

'/Ytfi'tL! Ll:" Ei
パネルデイスカッシヨンは百年塾

産業部会長の森秀男さんの司会で、

パネリストとして日立市良林水産課

長の五島裕さん、日立商工会議所観

光環衛業部会長の佐渡淳■さん、中

川さん、茨城県水産試験場首席研究

▼ところ

▼参加‖

▼定 員
▼中込み

開 催 日 容       講 師内

歴
史
講
座

4/10(木 )
5/8(木 )
5/22(木 )
6/12(本 )
6/18(水 )

::鰺 嬌 ‐嗣諄

卜鮭呈璧

'ま

彎史電辰 i計 島崎和夫
5 歴史的遺産の見学(現地)    1 4ヽ松徳年

地
理
講
座

6/26(木 )

7/10(木 )

7/24(木 )

8/7(木 )

１

２

３

一
４

一
５

一

日立市の産業の特徴と現状、鉱工業  鈴木邦男
日立市の商業、水産業       鈴木 盈
市街地の拡大___     __こ聾喧茎壁
|ら しと文化  

一

自然景観、工場などの見学 (現地). 鈴木邦男



日立市民の生涯学習 百 年 蟄 ひ ろ ば (3)

』目」ロヨひたち市民カレッジ

購座内書 まちづくり人材育成 (生涯学習とまちづくり、地域コミュニテイ
推進活動、姉妹都市バーミングハムに学ぶ、日立のまち発見など
13単位)、 一般教養 (環境とエネルギーなど9単位)、 趣味と体
験 (自分史の作り方など911位 )、 仲間づくり (自上企画議演会
視察研修など 9単位)、 ■40単位、20日 間

■  饉 大学教授、百年豊市民教授、日立市 日立商工会議所 日立市コ
ミュニテイ推進協議会の関係者ほか

m日 時 平成20年 6月 4日 ヽ12月 3日 (夏休みを除く原則毎週水曜日)
9:30～ 14120

場  所 主として茨城キリスト教大学 (JR大発駅隣接)
mAn 40名 (応募者多数の場合は抽選)

対 象 者 日立市内に住んでいるかた
(年齢制限はありませんが概ね50歳～70歳のかた)
5,000円 (そのほかに教材費、校外学習の交通費、自主企画に関
する費用は自己負担)

5月 7日 (水 )百年塾サロン必着。受講者の決定は5月 14日 (水 )
rl年塾サロン 電話0294239165、 F A X0294 24 5200、 Eメール iklloOj@netl,way neip
右記の様式で、往復はがきでお中し込みください。はがきを直接百年塾サロンにお持ちいただいても差し
支えありません。個人情報の取り扱いには 1分にな意いたします。

(6月～ 12月水曜日)

撃のキャンバスで ,Mと よ会い
学回
=活
を楽 tみ  字′ PI I`ら

地城に■ユつ活動をめざす
そん l.・人たちのカレッジです

0たち生き生き百年塾推進本部

(事務局 :日立市教育委員会生涯学習課)

茨城キリスト教大学

主催

共催

往信 (表 )

寃先 :

〒817-(,064

日立市神峰町

1-6-11

百年基サロンイr

返信 (表 ) 往信 (裏 )

申込者の宛名

郵便番号

住所

氏名
郵使凸号

電話
『
号

|_■ .1
受 講 料

申込期限

間合せ先

申込方法

嗜崚活動など
|

返信 (襄 )

広報紙づくりの楽しさ実感
「なるほど !PTA広 報紙展」

市内の小 中学校 PT,ヽ 発行の広
報紙を展示した「なるほと!PTA
広報紙展Jが、2月 5日 から11日
まで日立市教育プラザ 2階ギャラリ
ーで開lFさ れましたt

市民の広報紙づくりを応援する●

年塾情報部会が昨年から行っている

もので ,そ れ以 Hlは コンタール形

式
'、
今年度は小 中学|た 合わせて

30校の参加|がありました
情報部会では毎年、広報紙づくり

の基本を学ぶセミナーや出前講座、

広報相談など年間を通し〔支援を続

けておつ 広報紙展は各PTAの広
報活動の成果の発表と史なる学習の

場となつています.

会場にはけ(衆委員会の仲間が連れ

だって訪れることも多く 自分たち
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20年度 百年墨広報セミナー
「広報の基本の基J

薔葉が楽 しくなるコツ教えます |

口とき :平成 20年
5'117日 1土 |

■贅金協力者
私たちは百年■運動を応撮します

(敬称略)200712月～20081月

大沼小学校 後藤登喜雄 後藤
恵美子 永,「久善 小野節 r
木村幸子 小松徳年 竹内紀美
子 小泉榮子 沼野上淑子 矢
代克己 滑川あい子 飯沼達子
野崎― 瀬谷千代子 刻」ll切亘
西山光江

協賛金にご協力をお願いします

●個人 一「1 l o00円以 に
●団体 -1 10,000「,以 L

中学校PTAが 県の広報紙コンクー
ルで 3位になつたそうです。同校の

広報委員会メンバーは、「悔いを残さ

ぬよう思いの文を全てぶつけて作り

ました。この広報紙は一生の宝Jと 。

会場で次号や来年度に向けての相

談も多く、広報紙づくりの楽しさを

知る人たち力i増えてきたこと感じさ

せる広報紙展でした。
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「百年塾ひろば」を充実させる

ために、市民の皆さんのご意見

や情報をお寄せください。

百年塾公開講座有意義に第2の人生
1月 25ロ シビックセンターで、
茨城女子短期大学の武田昌憲教授に

よる「風林火山 山本勘助の41き 方
に学ぶJの議演会を実施しました。
勘助は51歳で武田信玄の軍師と
して仕え 数々の城取りや、勢力拡
大に大きな働きをし、 L杉謙信との

川中島合戦の4戦日で戦死、69歳
でした。第2の人生ともいうべき年

齢で大活躍した勘助の生き方に、学

ぶべきところ力
'あ
るのではないかと

企画した講演会でした。

武田教授は、「武田信玄と同IIな

ので、その末流にあたるかも知れな

いJと言い熱く話されました。入場

者は130人で、60歳以上が約 0
書1と圧倒的に多く、昨年のNHK大
IIド ラマの影響もあったのか、熱心

に耳を傾けていました。「大変|口自

かつた。もう少しゆっくり話しても

らうと更に理解が深まる。 60歳を
過ぎたが生き方をもう一度考えてみ

たい。ドラマでは知り得なかつた話

を聞けて有意義であったJと 好意的

な感想が寄せられ、これからも歴史

講座「山内一豊」とか「篤姫Jを言|

画して欲しいとの声がありました。
へ

“また来てね"に励まされて

「社会福祉功労賞」を受賞

|■ .1■ ■ :1●      ■i―

|し ,11 1 」 |  |:コ 帯■

■11■ 1 lt｀ 1■ ■ . 11｀ 11
:  ■||11=:  1 1■百・
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平成 8年、IIn職 した会社OBがセ
カンドライフを豊かに41き るために、

みんなで手軽に楽しめるハーモニカ

演奏に取り組み同好者 6人が集まり

ました。公民館を借りて練習し同地

の文化祭などで演奏、坂下地区の人

やJ― NETの 仲間の応援を受け市
内外の公民館で活動を続けました。

最近では福祉施設へと活動の幅を

広げ、高萩市、北茨城市、常陸太田

市、東海村などに及んでいます。レ

パートリーは童謡、なつメロ、1央画

主題歌など60曲 をこなし、lr奏回
数は270回 を超えました。リーダ
ーの鈴木重四郎さんは、「施設での

お年寄りから
｀
また来てね"の こと

ばにパワーをもらい、日頃の練習に

もカカ'入 り長く続け
られましたJと

話しています。

このグループは放課後の子どもた

ちの居場所づくりや、お年 .Iり の健

康体操なとにも係わり、一緒に楽し

む雰囲気をつくつています。また、

地域でハーモニカのグループづくり

にも力を入れ、現在では 12グルー

プ200人 になつています。坂下地
区で7月 に

'ち

上げた子どもの「の

びのびハーモニカクラブJが、9月
に開催された坂 ド地区敬老会で、初

の親子三代のi員奏を実現し大変喜ば

れました。ハーモニーフレンズの日

常活動はまさしく生涯学習なのです。

口 ■| |  |‖  亡 ‐ .|

|||!     |「  ■■ ●
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今年度は延べ350人が活躍
ゲストティーチャー

ド民教授や地域の人材が 特
技や経験を生かして学校などを

支援する百年塾グストテイーチ

ャー制度がスタートして今年で

10年になります。
この間、活動分野も多岐にわ

たり 保育lnlか ら幼稚園、小
中学校まで多くの人材が学習や

i舌 rlを応援してきました。

今年度は延べ約 350人の人
羽活用がありました。特に、定

14的あるいは継続してグストテ

ィーチャーを活用する学校が多

く、豊満小学校では毎月2回

1年生から3年生までの各クラ

スー斉に 1本の読み間かせ J

を、中小路小学校では数ケ月に

わたって合唱指導を依頼してい

ます.ま た、Tど もたち一人一

人にきめ細かい指導をと、家庭

科や体育などの実技の補Flに も

Hl番が増えてきています

子どもたちの学習環境の向 L

や豊かな学校生活を送るために

も、今やグストテイーチヤーは

失くことのできない/F在 として

定着したようです.

日立市では市民生活
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